
六
ご

玉

井

武

　
援
農
事
徒
の
引
率
敏
官
と
し
て
、
余
が
天
谷
川
滑
ぴ
の
常
盤
村
を
指
し
て
宗
谷
本
線
を
北
上
し
た
の
は
去
る
六
月
下
旬
の
事
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ツ
サ
ム

あ
っ
た
。
軍
都
旭
川
を
越
え
て
和
塞
。
創
淵
の
附
近
に
さ
し
か
瓦
る
や
、
車
窓
よ
り
見
渡
す
薦
側
一
帯
の
丘
陵
地
を
鉛
白
に
染
め

出
し
て
今
を
盛
り
と
除
白
菊
の
花
が
嘆
き
誇
っ
て
み
た
◎
一
ケ
月
の
後
に
は
刈
取
ら
れ
る
自
己
の
運
命
も
知
ら
ぬ
氣
に
、
六
月
の

太
陽
を
惜
し
み
な
く
浴
び
て
す
く
す
く
と
育
つ
可
憐
な
白
い
菊
花
の
上
に
も
、
戦
時
維
濟
の
波
が
張
く
押
寄
せ
て
み
る
事
に
想
到

し
て
は
特
に
感
懐
な
き
を
得
な
か
っ
た
。

　
支
那
事
攣
勃
獲
以
來
既
に
満
七
年
、
其
の
間
除
錨
菊
の
栽
培
を
め
ぐ
っ
て
幾
多
の
問
題
が
生
起
し
た
が
、
今
特
に
次
ぎ
の
三
つ

の
も
の
を
探
り
上
げ
て
考
へ
て
見
度
い
◎

　
第
一
は
「
輸
入
力
増
強
と
除
轟
菊
」
の
問
題
で
あ
る
。
支
那
事
塗
が
長
期
戦
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
に
從
ひ
、
下
民
経
濟
一



般
も
職
争
覇
濟
化
し
趨
り
、
単
純
な
る
輸
出
振
興
に
代
っ
て
、
職
争
経
濟
確
立
に
必
要
な
る
軍
需
物
資
並
び
に
生
産
力
櫃
充
資
材
，

の
多
量
輸
入
を
可
能
な
ら
し
め
ん
が
爲
の
輸
出
力
伸
長
が
眞
創
に
論
議
さ
る
る
に
至
る
や
、
除
数
菊
は
亜
米
利
加
向
け
の
重
要
楡

卑
近
の
一
つ
に
歎
へ
ら
れ
、
之
が
増
塵
は
時
局
の
強
い
要
講
に
慮
へ
る
所
以
で
も
あ
り
、
又
國
策
途
行
の
一
表
現
と
も
考
へ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
闇
題
は
第
二
に
移
る
。
　
「
食
糧
確
保
と
除
贔
菊
」
が
即
そ
愈
で
あ
る
。
支
那
事
攣
が
次
第
に
深
刻
な
様
相
を
露
呈
し
出

す
に
件
ぴ
、
米
英
爾
國
の
沈
黒
に
封
ず
る
干
渉
、
妨
害
が
漸
を
追
ふ
て
露
骨
化
し
、
経
濟
上
の
歴
迫
は
絡
に
通
商
黙
約
破
棄
の
暴

學
に
迄
至
っ
た
。
綾
い
て
起
つ
た
大
東
亜
戦
争
に
、
貿
易
は
全
く
杜
絶
し
、
食
糧
事
情
は
自
給
自
足
の
膿
制
強
化
を
要
望
し
、
除

轟
菊
は
敏
に
不
急
作
物
の
折
紙
を
附
せ
ら
れ
、
そ
の
耕
作
地
は
食
糧
馬
身
に
振
替
へ
る
意
見
が
支
配
的
と
な
り
、
北
海
道
臆
も
昭

和
十
六
年
末
よ
り
作
付
統
制
を
こ
れ
に
加
へ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
問
題
は
三
輔
し
で
「
南
方
圏
建
設
と
除
錨
菊
」
と
な
る
。
吾
が
塗
家
が
総
力
を
結
集
し
て
戦
ふ
大
策
亜
戦
下
、
一
度
南

方
作
戦
と
南
方
圏
建
設
と
が
半
白
に
考
へ
ら
る
る
や
、
除
錨
菊
は
軍
用
に
、
宣
撫
に
、
不
可
鋏
の
物
資
と
重
要
覗
さ
る
る
に
至
っ

た
。
一
方
輸
入
農
藥
杜
絶
の
折
柄
、
食
糧
増
産
を
阻
害
す
る
管
掌
の
駆
除
剛
と
し
て
除
錨
菊
の
使
命
が
張
調
さ
れ
る
等
、
情
勢
全

く
一
思
し
去
る
や
、
前
述
の
作
付
制
限
は
昨
十
八
年
春
を
以
て
解
除
さ
れ
、
更
に
本
年
五
月
に
は
閣
議
に
於
て
も
除
轟
菊
壇
産
の

件
が
愼
重
に
審
議
さ
れ
、
蝕
に
除
轟
菊
は
時
代
の
脚
光
を
浴
び
て
返
り
嘆
き
、
本
道
に
於
け
る
重
要
特
産
物
と
し
て
華
や
か
に
登

場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
北
海
潜
τ
厘
除
轟
職
菊
　
　
（
玉
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三

　
今
こ
の
小
稿
を
も
の
す
る
に
當
り
、
作
付
統
制
下
か
ら
嚇
躍
作
付
計
書
上
に
庭
を
得
た
工
藝
農
産
物
と
し
て
之
を
み
れ
ば
噛
本

道
産
除
錨
菊
の
幣
び
る
使
命
も
重
大
な
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
我
國
に
於
け
る
除
轟
菊
の
栽
培
は
僅
々
六
十
年
の
歴
史
に
過
ぎ
な
い
◎
即
、
明
治
十
八
・
九
年
の
頃
に
遙
々
漱
米
か
ら
種
子
を

輸
入
の
上
試
作
し
た
の
が
其
の
始
点
で
あ
る
が
、
径
路
は
叫
つ
で
は
な
い
。
最
も
有
名
な
の
は
和
歌
山
縣
有
田
郡
の
柑
橘
栽
培
家

上
山
英
一
郎
氏
の
輸
入
種
子
で
、
柑
橘
苗
木
と
交
換
に
明
治
十
九
年
一
月
に
米
國
か
ら
取
寄
せ
現
在
に
於
け
る
本
邦
除
錨
菊
栽
培

の
基
礎
を
造
る
に
至
っ
た
と
稽
さ
れ
て
る
る
◎
こ
れ
と
相
前
後
し
て
猫
乙
、
英
学
利
、
填
太
利
か
ら
も
種
子
の
逡
ら
れ
た
こ
と
が

記
録
の
上
に
の
こ
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ン
ナ
グ
ロ

　
北
海
道
に
締
て
は
、
石
狩
町
花
並
在
佳
の
金
子
清
一
郎
氏
が
明
治
二
十
五
年
の
春
に
前
記
上
山
英
一
郎
氏
か
ら
種
苗
の
分
譲
を

受
け
て
、
石
狩
川
に
沿
ふ
自
宅
の
周
團
に
栽
培
し
た
の
が
噛
矢
ら
し
い
。
尤
亀
こ
れ
は
試
作
の
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
亀
の
で
，

其
後
明
治
二
十
九
年
五
月
に
同
氏
が
東
京
興
農
園
よ
わ
菊
苗
を
取
寄
せ
た
時
か
ら
、
本
道
の
除
轟
菊
栽
培
亀
漸
次
本
格
化
し
て
來

た
と
見
て
よ
か
ら
5
⇔
然
七
當
時
．
の
栽
培
歌
態
は
何
等
記
録
に
の
こ
さ
れ
て
み
な
い
の
で
、
そ
の
跡
を
た
つ
ね
る
よ
し
も
な
い
。

正
確
な
記
録
は
明
治
三
十
八
年
の
作
付
面
積
三
町
二
反
、
牧
穫
高
一
六
一
貫
に
始
ま
る
◎
こ
れ
を
同
年
の
全
國
作
付
面
積
一
五
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

町
と
全
機
牧
穫
高
三
三
、
八
四
九
貫
に
比
較
す
れ
ば
、
北
海
道
ば
作
付
面
積
に
於
て
全
軍
の
二
％
、
牧
穫
高
に
於
て
美
郷
の
○
・
五
・



％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
さ
Σ
や
か
な
誕
生
を
以
て
本
道
農
産
物
界
の
｝
隅
に
席
を
與
へ
ら
れ
た
除
鹸
菊
が
、
第
一
次
欧

洲
大
戦
を
契
機
と
し
て
時
代
の
寵
兇
と
な
り
、
一
躍
本
道
特
産
物
の
列
に
伍
し
、
臆
て
全
汗
除
轟
菊
界
に
君
臨
し
、
貿
易
商
晶
と

し
て
世
界
的
進
出
を
途
げ
る
に
至
る
ま
で
の
五
十
年
の
歴
史
は
、
概
括
的
に
見
て
之
を
第
一
期
よ
り
第
五
期
ま
で
の
五
段
…
階
に
分

つ
こ
と
が
出
來
る
。

　
第
　
一
期
　
（
明
治
三
八
－
大
正
四
）

　
　
　
　
第
　
一
　
虚
次
　
　
．
軍
㎜
遭
斎
能
除
巾
戴
菊
の
鞭
隠
燈
遡
程
（
蘭
ハ
一
）

明

治1年
大
正

次

作
付
　
　
積
（
町
）

　　　　四四四四四三三

四三ニー四三ニー〇申入
年年年年年年年年年年年

牧
　
穫

五六二
の　　　　　◎　　　　●

八　一一　二

ニ　ニ　ーヒ：○　プし　一・一・一・　三
の　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　む　　　　　　　　　　　　り　　　　　　り　　　　　　も

ノ、　一ヒ　ブし　謡一　一一　三三　八　こ二

　、

六

三蕉

　、

ンしぐ

九

「
四

四

　、

ソぐ

九

　、

八
九
〇

吠　「

七四

「

○一一・一
三三　二　三1婁。　ソぐ

五六滋一・

罵h「

じへ

貫
）

北
海
道
産
除
轟
菊
　
（
玉
井
）

六
五



六
六

［
；
睾
均

一
〇
・
三

一
、
四
三
八

　
　
備
考
h
北
海
道
鷹
統
計
堂
ど
　
に
｛
糠
る

　
右
の
表
に
看
知
さ
れ
る
が
如
く
、
此
の
第
一
期
十
一
ヶ
年
闇
は
、
課
は
穿
揺
簸
時
代
で
あ
っ
て
、
關
西
、
瀬
戸
内
諸
縣
の
獲
展

も
外
目
に
静
止
悪
態
を
績
け
て
居
た
期
聞
で
、
共
の
作
付
面
積
の
李
均
は
一
〇
・
三
町
、
牧
穫
量
箆
鷺
は
蝋
、
四
三
八
貫
で
あ
る
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駈

　
第
二
期
　
（
大
正
五
1
一
〇
）

　
　
　
　
第
．
二
表
　
　
・
本
潜
　
慶
…
絵
欝
臨
菊
の
瀦
以
展
過
程
（
其
二
）

六　　　　　　　　　大
年

ケi　　　　　　　正
1　＿
象10乖一七六五判年年年年年年

次
一

作

付

面
積
（
町
）

　
　
四
五
・
〇

　
　
　
五
四
二

　
　
　
五
六
・
八

　
　
　
七
三
・
六

　
　
二
一
七
・
六

　
　
五
四
八
・
九

】
六
六
・
○

攻
　
　
穫

窩
（
敷
）

五
、
八
二
七

六
、
八
嘱
コ

六
、
七
【
四

八
、
〇
九
六

一
四
、
一
三
二

五
一
、
エ
兀
山
ハ
ニ

ー
五
、
五
九
二

　
　
備
考
　
「
北
海
道
臨
統
計
書
」
・
に
櫨
る

第
コ
期
は
漱
洲
職
争
の
刺
戟
を
う
け
て
、
漸
く
獲
展
の
緒
に
つ
い
た
準
備
時
代
で
あ
る
。
人
生
の
少
年
期
に
も
比
す
べ
き
で
あ



ら
う
。
前
期
の
李
均
と
比
較
す
る
と
作
付
面
積
に
於
て
十
六
倍
、
牧
穫
高
に
於
て
十
一
倍
の
増
加
率
と
な
る
。

　
　
第
ご
イ
期
　
（
大
正
一
一
－
嚇
四
）

　
　
　
　
第
三
蜘
衣
　
　
塞
砿
追
藤
…
除
南
鹸
茄
傭
の
発
茜
展
渦
濁
程
（
其
三
）

年

次

作
付
面
擬
．
（
町
）

敗
　
　
穫
　
　
晦
商
　
（
貫
）

大
正

四三：ニー

年年年年

八四二・一
へ　　　ヘ　　ヘ　　　ヘ

ー六〇〇
四こ二六六
六：六九三
ね　　　　　　　　　　　り

〇九一〇

四
ケ
年
平
均

八四一　一
一・ O八〇
三八九三へ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ

ー八六一
四三四三
八一四五

嚇二

A
九
七
山
ハ
。
二

一二

ｪ
山
ハ
、
一
九
〇

　
　
　
備
考
「
北
海
道
鹿
統
計
書
」
に
糠
る

　
此
の
期
の
黒
斑
を
第
一
期
に
比
較
す
れ
ば
、
作
付
面
積
は
三
八
六
倍
、
牧
穫
高
は
二
六
九
倍
に
相
屯
す
る
。
更
に
こ
れ
ら
を
第

二
期
の
滋
藤
に
比
較
す
る
に
、
前
者
に
於
て
は
二
四
倍
、
後
者
に
於
て
は
二
五
倍
と
い
ふ
口
醒
ま
し
い
…
躍
進
振
り
を
示
し
．
全
國

に
漏
し
て
夫
々
五
九
％
、
四
二
％
の
高
率
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
本
道
の
除
毒
菊
も
漸
く
少
年
期
を
絡
へ
て
青
年
期
に
達
し
た
も

の
と
見
る
べ
く
、
磁
路
の
速
か
さ
は
全
訳
を
朧
倒
し
て
北
海
道
を
咽
躍
本
邦
の
主
訴
地
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
期
　
（
昭
和
一
！
…
一
）

　
　
　
　
第
・
四
忠
衣
　
　
塞
臨
遭
産
除
巾
戴
菊
の
獲
展
鼎
遡
程
（
鉱
ハ
四
）

　
　
　
北
激
糠
貼
追
飛
除
血
颯
菊
　
　
（
玉
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
ハ
ふ
U



六
八

年

次

作
付
面
積
（
町
）

敦
穫
高
（
貫
）

　　　　　　　　　　昭
　　　　。記　　　　．瘤

一〇九八七六五四三ニー
年年年年年年年年年年年

＋
一
ケ
年
亭
均

一
〇
、
四
四
一
・
八

九
、
〇
五
八
・
0

八
、
七
二
七
・
四

九
、
七
〇
〇
・
ご

一
〇
、
二
九
三
。
五

鳳
○
、
〇
九
二
・
九

一
圃
、
二
〇
九
、
五

一
二
、
七
八
○
・
八

一
五
、
○
八
五
・
五

二
〇
、
九
三
九
。
五

こ
○
、
轟
ハ
点
ハ
九
◎
○

　、

四
四
　、

七

六

四
四

』
／、

五
八

七
八
四

二

九

八
九

五
　、

八
○

八

六
六
九
ば

九

六

四
」

五
七

九
八

　、

八
八
九

九
六

　へ

六
九
九

八
九

　へ

入
五
九

七
七

六
　へ

四
〇

、

七
．，こ

・全

ノ「、

四

一
二
、
六
三
ゐ
ハ
・
二

九
三
六
、
七
ご
七

　
　
備
…
考
　
「
北
海
甦
廉
統
計
書
」
　
に
擦
る

　
此
の
期
は
昭
和
元
年
よ
り
支
那
事
理
前
年
ま
で
の
十
｝
ヶ
年
間
に
亙
り
、
第
三
期
の
後
を
承
け
て
更
に
飛
躍
的
な
獲
展
を
途
げ

た
時
代
で
、
前
期
の
青
年
時
代
に
封
レ
て
今
期
を
批
年
期
に
讐
へ
る
こ
と
が
許
さ
れ
や
う
。
即
、
一
千
町
毫
を
以
て
第
三
期
に
入

り
た
隷
下
菊
作
付
面
積
は
、
叫
万
町
蔓
を
此
の
期
の
第
一
年
目
に
記
録
し
、
十
年
目
に
は
二
万
町
甕
に
達
し
、
牧
穫
高
も
百
万
貫
窄

に
及
ん
で
み
る
。
其
の
間
海
外
市
況
の
影
響
や
國
内
維
濟
事
情
の
反
腰
で
、
多
少
の
起
伏
を
見
せ
て
は
居
る
が
十
一
ケ
年
の
耶
均



を
前
期
に
封
比
す
れ
ば
、
作
付
面
積
は
三
倍
張
、
牧
穫
高
は
二
倍
牛
に
増
張
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
今
や
本
邦
生
産
額
の
牛
ば
を

産
出
し
得
る
富
力
は
、
北
海
道
農
産
物
槍
査
所
を
し
て
、
昭
和
二
年
よ
り
生
産
検
査
を
、
昭
和
五
年
よ
り
は
輸
出
検
査
を
實
施
せ

し
む
る
機
運
を
招
寒
し
、
他
方
紳
戸
港
維
宙
を
本
道
直
輸
出
に
切
替
へ
る
た
め
に
、
梱
包
會
融
の
設
立
を
實
現
せ
し
む
る
に
至
っ

た
◎　

　
第
五
期
（
昭
和
十
ニ
ー
現
在
）

　
　
　
　
第
五
表
　
本
滋
産
除
錨
菊
の
獲
展
遍
程
（
其
菩

昭

和 年

次

作
付
面
積
（
町
）

股
　
　
穫
　
　
高
　
（
貫
）

乎一七六五四三二

均i年年年年年年

一
七
、
二
九
七
。
二

一
五
、
五
ぬ
ハ
○
。
〇

一
編
ハ
、
三
三
三
・
〇

一
六
、
ニ
ニ
♪
秘
」
一

一
　
一
、
山
ハ
ニ
五
工
ハ

九
、
五
二
一
・
九

一
、
○
八
二
、
二
〇
四

一
、
一
九
六
、
ご
嚇
四

繍
、
三
〇
七
、
五
一
八

　
入
五
四
、
〇
七
一

　
八
一
四
、
三
八
九

　
七
二
〇
、
○
山
ハ
八

六
ケ
年

一
四
、
四
二
七
・
五

九
九
五
、
七
二
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

　
　
備
…
考
　
　
一
、
「
北
海
道
鷹
統
計
書
」
　
に
櫨
る

　
　
　
　
二
、
昭
利
一
六
奪
一
七
の
爾
年
は
作
付
面
積
の
代
り
に
攻
穫
面
積
を
掲
ぐ

第
五
期
は
支
那
事
攣
勃
獲
の
昭
和
十
二
年
以
降
現
在
に
至
る
期
闘
で
、
職
時
維
濟
的
な
影
響
を
多
分
に
蒙
っ
て
み
る
謂
は
f
職

　
　
北
海
道
産
除
轟
菊
（
玉
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
’
　
　
六
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

時
々
代
で
あ
る
。
海
外
の
市
場
は
鎖
さ
れ
、
学
内
食
糧
事
情
は
轟
轟
菊
を
不
急
作
物
化
し
、
肥
料
に
勢
働
力
に
聡
警
は
加
は
り
，

第
四
期
か
ら
引
難
い
だ
零
墨
的
な
紳
張
力
も
容
易
に
獲
揮
し
得
な
い
事
情
に
あ
る
。
然
し
乍
ら
大
東
亜
戦
争
途
端
の
上
か
ら
も
、

又
共
榮
圏
建
設
の
上
か
ら
も
．
將
叉
國
内
食
糧
増
産
の
上
か
ら
も
、
忽
緒
に
附
し
得
ざ
る
重
要
作
物
と
し
て
、
北
海
道
除
鹸
菊
の

帯
び
る
使
命
は
重
い
。

　
　
　
　
　
　
　
岡
農
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
吾
が
國
の
除
愚
論
に
封
ず
る
將
來
の
弧
敵
と
し
て
ア
ッ
リ
カ
の
英
吉
利
植
民
地
ヶ
ユ
ア
旋
除
錨
菊
が
現
は
れ
は
じ
め
て
約
十
年
3

に
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
世
界
産
額
の
八
割
を
産
出
し
、
獲
鮮
地
指
墨
ダ
ル
マ
チ
ア
地
方
を
し
て
後
塵
を
令
せ
し
め
て
來
た
鷺
本

の
除
轟
菊
に
と
っ
て
第
一
次
獄
洲
大
賀
ぼ
實
に
書
架
の
好
機
で
あ
っ
た
。
本
道
の
如
き
此
の
機
愈
を
最
も
賢
明
に
捕
へ
、
華
々
し

い
増
産
戦
を
展
開
し
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
今
地
方
別
に
そ
の
實
情
を
調
べ
て
見
る
と
凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
榊
弟
　
山
ハ
　
表
　
　
　
地
・
方
別
生
産
の
繍
撮
遷

空　上
支／

奥遮！／目

磨／項
i別／

　　　　」
　　　　鷺第

　　　　1　　ニ
ー尺茜亀i懲期

一ご豊．撫。L。。尖

　　　　膿帯

　　　　；分＿一

　団ξ轡9
譲雛。i遡

及作1

百付

分梅

比翼

百牧

分穫

　高

比及P

二

期

　
大
正

i

四

）

一、

ｴ
九
七
λ

　
蕊
八
％

九
職
向
隣

　
　
ご
闘

　
　
　
に

一
七
。
、
蹴
號

一
〇
圏
、
山
6
八

　
　
ご
七

第
四
期
　
（
昭
潮
一
r
一
一
）

作
付
面
積

及
百
分
比

　一　　　　　 繍ゐ
　一　　　　 ノ、

　八　　○
二郷一塩，

二磁　％三

三
穫
高
及

百
　
分
　
比

　
　
　
　
　
な

　
　
閥
鵡
ハ
○
、
一
二
山
ハ
○

　
　
　
　
圏
九
％

　
　
ヨ
ご
、
二
混
○

　
　
　
　
昌
四



全　　其　　後

言　　他　　志

神へ　一　｛

一一六　　　ご　　　一

Z零一る　亭○〇七五八憎．

一説　　　二二　　一

　、　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、　一

齊O逓　ぬ四　．亀○
〇九学八‘、一
○ご　鉱九　誠五

寒九　　八　　六

一一q　　2難　　七
Z雰二三一二
○：…三　一八　七三

三
八　　蹴　　二
六　　　六　　　四

一二　藪i　三
〇九　一六　一〇
○○　混○　鴎七

二　　　一　　　二二
＿杢禿父○亦一些一㌻

○二二　四七　六六
曲

九　　　一　　一
三　　　二二　　　三猛

窯　　ミ　　㌣
一三配　　九　　　〇
〇四　一三叢　一・○　揖

○流三五　圏○

　
　
　
備
考
　
「
北
海
道
磨
続
計
書
」
　
に
基
き
て
作
成

　
前
表
に
明
ら
か
な
通
り
本
道
の
主
産
地
は
上
川
、
室
知
、
後
志
の
三
下
聴
管
内
で
あ
る
◎
次
に
各
地
層
別
に
生
産
事
情
を
調
べ

て
見
る
。

　
1
　
上
　
川
　
地
　
方

　
本
道
除
野
菊
界
に
君
臨
す
る
上
川
地
方
も
，
第
一
期
時
代
は
未
だ
微
々
た
る
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
欧
洲
罷
職
の
勃
襲
に
よ

り
世
界
的
主
産
地
た
り
し
填
太
利
が
硝
煙
に
包
ま
れ
、
除
錨
菊
大
増
産
の
機
蓮
が
日
本
に
到
恕
す
る
と
共
に
、
上
川
地
方
の
栽
培

も
本
格
化
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
即
、
大
正
五
年
の
作
付
面
積
を
一
と
す
れ
ば
、
翌
大
正
六
年
の
面
積
は
三
・
四
に
躍
進
し
、
第

二
期
末
た
る
大
正
十
年
に
は
八
六
・
五
に
飛
躍
し
、
第
二
期
六
年
開
を
挙
均
し
て
、
作
付
面
積
は
全
道
の
六
割
四
分
、
牧
穫
は
同

じ
く
七
割
に
當
り
、
主
産
地
と
し
て
の
揺
ぎ
な
き
地
位
は
、
夙
に
第
二
期
に
於
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
第
三
期

は
、
室
知
・
後
志
等
の
諸
地
方
の
擦
頭
に
よ
り
、
作
付
面
積
は
全
道
の
三
割
八
分
、
牧
穫
高
は
四
割
四
分
と
多
少
の
後
退
は
示
し

た
が
、
依
然
全
道
の
首
位
を
占
め
、
堅
實
な
る
歩
み
は
昭
和
に
入
っ
て
愈
々
か
た
く
，
第
四
期
の
作
付
及
牧
穫
は
夫
々
四
割
八

　
　
　
北
海
撹
産
除
畿
菊
　
（
玉
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



七
二

分
，
四
割
九
分
の
手
堅
さ
を
示
し
て
第
五
期
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。

　
上
川
地
方
各
町
村
の
生
産
歌
態
を
見
る
に
、
次
表
の
如
く
三
十
ケ
町
村
以
上
が
此
．
の
栽
培
に
心
事
し
、
そ
の
う
ち
年
塵
一
万
貫

以
上
に
干
す
る
町
村
数
實
に
十
五
に
及
び
、
除
贔
蔵
王
國
の
盛
観
を
誇
っ
て
み
る
。
和
寒
。
創
淵
・
多
寄
・
上
富
良
野
・
申
富
良

野
は
そ
の
愚
心
勢
力
で
、
全
道
的
に
見
て
も
最
右
翼
に
列
す
る
村
で
あ
り
、
，
此
の
五
ヶ
村
の
二
五
高
合
計
は
二
十
七
万
貫
に
蓬
し

全
道
の
二
割
五
分
に
相
漏
す
る
。
本
道
の
除
圧
菊
が
、
普
通
作
物
の
耕
作
に
は
適
せ
ざ
る
山
地
、
傾
斜
地
、
荒
薦
地
に
栽
培
せ
ら

れ
て
來
た
事
實
は
、
此
等
代
表
村
た
る
和
塞
・
劒
淵
・
富
良
野
等
が
雄
辮
に
物
語
っ
て
み
る
虞
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
七
表
　
　
上
川
地
方
除
轟
菊
生
塵
歌
況
（
昭
和
†
二
年
）

　　　　　　　　　ヨ
智名美士申上多劔和｛町
恵寄綱叢馬鹿寒｝村

丈　　　悪闘　　　i
村町町町村村村村村！別

作
付

面
竺
牧

穫
高
　

　
　
…
…
．
一

山ハ

欠
`
、
九
〇
凋
門
．

山開

l
、
五
五
甜
門
・

　
四
山
ハ
、
九
七
二

四
五
、
四
七
九

四
五
、
〇
一
七

一二

O
、
山
ハ
ユ
兀
轟
ハ
「

三
七
、
一
二
八

二
八
、
二
四
七

一
八
、
四
七
八
、

町

　
　
町

九
五
六
・
四

九
六
八
・
八

七
一
九
・
九

六
二
五
・
四

五
五
七
・
九

五
五
二
茜

五
四
四
・
四

四
八
三
・
七

四
七
三
入

下三鷹上冨美

川越謡瑛1村

村村前村町村i別

其
他
十
山
同
村
A
藁
計

上
川
縫
計

作

付
面
積

四
。
即
烈

三
八
七
三

　
嚇
＝
一
五
・
三

三
八
去

　
ご
七
八
。
六
　

　
三
読
。
三

幽
、
○
〇
一
・
四
∵

攻

穫

高

　
　
　
賞

二
八
、
二
八
七

三
三
、
三
山
ハ
四
　

一
七
、
二
五
二

一
六
、
○
八
〇

一
五
、
二
四
点
ハ

鳳
ヨ
、
三
八
〇

五
一
、
五
七
八

八
、
六
二
二
。
九
．
　
　
五
六
二
、
六
晶
ハ
ニ

備
考
　
「
北
海
道
統
計
」
　
に
探
る

簸



　
2
室
知
地
方

　
此
の
地
方
の
嚢
展
も
其
の
曙
光
は
既
に
第
二
期
に
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
本
格
的
な
栽
培
歓
第
三
期
に
入
っ
て
か
ら
の
こ

と
に
覆
す
る
。
第
三
期
の
作
付
面
積
は
前
期
に
五
十
倍
し
、
牧
穫
高
は
百
倍
に
乖
ん
と
す
る
批
槻
を
呈
し
、
全
道
の
四
分
の
一
の

生
産
量
を
以
て
上
川
地
方
に
次
ぐ
地
位
を
か
ち
得
た
の
で
あ
る
。
第
四
期
に
於
て
も
全
道
比
率
に
憂
り
は
な
い
。
今
次
表
に
よ
っ

て
室
知
地
方
二
十
八
ケ
町
村
の
生
産
事
惰
を
の
ぞ
い
て
見
る
◎

　
　
　
　
第
八
表
　
空
知
地
方
除
畿
菊
生
塵
．
駿
況
（
昭
和
十
二
離
）

ぎ

濁　　江津別
@志　　　川

ｺ村村村村@　　　　！

村
溺
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燕
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困
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積
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牧
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穫
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二〇九六三
六二ー八四 高
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町

＋．龍亭 村
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　　町
v　計村村村

規
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㌣“

作

三　　一 付
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焜?宅天 面

〇　　六　流ご
ｼ　λ三λ町

積
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q
ご二　　六　一一・

ﾜ　　六　〇〇
穫

亮範劉一
蓼爵1

七　　九　二八掘

　
　
備
考
　
「
北
海
謎
統
計
」
　
に
櫨
る

こ
れ
に
よ
っ
て
観
れ
ば
一
万
貫
以
上
を
生
産
す
る
村
は
七
ケ
村
に
達
し
、
主
力
生
産
地
は
芦
別
・
新
十
津
川
土
膏
江
・
多
度
志
の

四
ケ
村
に
し
て
、
そ
の
牧
穫
高
合
計
十
ニ
カ
四
千
貫
は
全
道
の
一
割
｝
分
に
相
訂
す
る
。

　
3
後
志
地
方

　
　
　
北
海
道
産
除
鍋
菊
　
（
玉
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
㍉

動



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
四

除
錨
菊
生
産
の
第
三
位
を
占
め
る
後
志
地
方
の
今
H
の
地
位
は
、
選
訳
地
方
同
酒
盛
三
期
に
於
て
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
其

の
階
段
的
躍
進
の
模
檬
は
次
表
の
上
に
充
分
看
取
さ
れ
や
う
◎

　
　
　
　
第
九
表
　
　
後
志
…
堀
方
鳴
艘
展
の
状
況
（
第
三
期
）

期∫
別／

　～

／項

ノ欝

年

　
　
　
　
　

第
二
期
玉

次

作
　
　
付
　
　
面
　
　
覆

牧

穫

高

大
正
一
〇
年

　
町
一
五
・
五

九

九賞

第三期

一
一
年

一
ご
年

一
三
年

一
四
年

　
六
〇
・
六

三
ぬ
ハ
♪
い
・
四
『

九
五
五
・
九

一
三
一
三
・
二

　
九
、
三
〇
九

剛
入
、
四
三
三

七
一
、
二
四
九

一
　
一
七
、
八
三
み
ハ

　
　
　
備
考
「
北
海
濫
騰
統
計
書
」
に
櫨
る

　
全
道
比
率
を
検
す
れ
ば
、
此
の
期
の
作
付
面
積
は
全
道
の
一
割
七
分
、
牧
穫
高
は
一
割
四
分
に
相
當
し
て
み
る
。
此
の
割
合
は

第
四
期
に
も
維
持
さ
れ
て
、
前
者
は
一
割
六
分
、
後
者
は
一
割
四
分
で
あ
る
◎
第
五
期
の
初
年
度
た
る
昭
和
十
二
年
の
生
塵
歌
況

に
よ
れ
ば
、
余
市
町
、
南
尻
別
村
、
赤
井
川
村
、
大
江
村
、
獲
足
村
の
一
町
四
村
が
そ
の
中
心
勢
力
を
な
し
，
そ
の
牧
穫
高
合
計

十
一
万
貫
は
全
道
の
一
割
に
當
る
。



第
十
表
　
　
後
志
地
方
除
鐡
菊
生
塵
状
況
（
昭
和
十
二
年
）

大赤南余 町
井尻
江　　　　市 村
川別

町村村町
別

二三四四
ｪ一四四

作
付
衝

四七〇九
�
U
二
夫
貰
・
㎜

海
内
曽
ヒ
」
，
㎝
戸

二　こ二　こ二　こニ

j四四六

攻
穫

、　　　、　　　、　　・　、

七八〇九
六七：七七 高
○：六九六貫

訟7鷺τ型驚窯一磐マ7慌．π認

後　合其機
@　他

町

志　　　こ二

@　十足 村総　　：六

　　愚
v　計村村

樹

「騨㎝「伊…｛

ニ　　　一一

作
付

、　　　　　　　、

七　　〇　一
黶E@七　四

衝

四　　九　三

蛛@圭λ町
積

哺

敗

六　　四　一・

宦@　八　二
穫

、　　　　　　、　　　　　、

二　　四　九
〇　　七　鶴 嵩
七　　四　二俊，

　
　
備
…
考
　
「
北
海
道
統
計
…
」
　
に
櫨
樺
る

　
4
其
の
他
の
地
方

其
の
他
の
地
方
を
こ
Σ
に
一
括
し
て
昭
和
一
i
一
一
年
の
第
四
期
に
於
け
る
作
付
面
積
の
卒
均
と
、
其
の
全
道
比
率
を
示
せ
ば

次
表
の
通
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
鮒
ゆ
十
・
一
鵡
表
　
　
主
藤
｛
馳
…
以
…
外
の
ル
謙
座
歌
況
（
第
四
期
）

全　第　　；　～

ｭ　四

@期
艨@平

i
項
／
　
！
　
／
地
羅
／
4

傘均

／
方
i
ノ

…i網

善
≡
一

　九縺梼O左町一一中一～T｛7一
走㎝｝鼎…細ゴー…一…

留

藍
工
萌

三％血眼

＿叩一｛
石

　三二＝二　一

高
金％∴町

㎝「w削曜

鵬

　充一繭　一ヒ

振：夫
％
西
町
卯

宗

套
一
谷

＿
％
6
町
～

全
　
ミ
　
杢
扁
○
　
亨

道
O％二二町

備
考
　
「
北
海
道
騰
統
計
書
」

北
海
道
塵
除
幽
菊
　
（
玉
井
）

に
基
き
て
作
成

七
五



除
睾
菊
作
付
實
態
（
昭
和
＋
年
）

除虫菊イ多穏實態図（｝）

三菱1鍾ぐ1摺和ナメiつ

富

　　鳶・も

＼．零￥　　國彦

　
　
　
　
グ

　　ハし’　づ烈

麟摺i麟孝～φ慣捗斌嘉

醗盤鋼
購盆
εコ

シ

〃

’
ノ

∫千一ノ圭鋤歩

∠イ’一姦雷∫渉・

蕾晦唐薦こ
一タ．キ昆∫，フ亨

一一
ﾛ写佐ミ乳

（　）数学へ念議鯨li二菊移

　　飛面琴ξ二磐講酔琵

．
灘
　

η

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

　
此
の
う
ち
網
走
地
方
は
、
第
二
期
末
頃
よ
の
竪
實
な
る
歩
み

を
績
け
て
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ
け
、
石
狩
地
方
は
澹
革
に

於
て
も
述
べ
た
如
く
、
本
道
除
轟
菊
獲
群
の
地
に
し
て
、
第
一

期
か
ら
第
二
期
の
申
頃
迄
本
道
の
主
産
地
と
し
て
重
き
を
な
し

た
博
才
の
悌
を
今
日
の
生
産
歌
況
に
術
偲
ば
し
め
て
居
る
◎

四

　
除
轟
菊
主
産
地
と
し
て
の
本
道
の
實
力
は
、
北
海
道
農
産
物

検
査
所
を
し
て
昭
和
コ
年
よ
り
生
産
槍
査
を
．
同
五
年
よ
り
は
内

輸
出
検
査
を
夫
々
行
は
し
め
、
又
除
轟
菊
四
花
直
輸
出
の
目
的

を
以
て
小
樽
港
に
梱
包
會
祉
を
設
立
せ
し
め
る
に
至
っ
た
◎
商

樺
が
關
西
方
面
に
あ
る
關
係
も
あ
り
、
紳
戸
港
の
力
は
牢
固
と

し
て
抜
き
難
く
、
爲
に
小
樽
港
の
輸
禺
高
は
に
は
か
に
増
加
す

る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
蓮
賃
諸
掛
り
の
關
係
上
、
漸
次
に
本
道
直
輸
出
額
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
今
小
樽
港
積
出
の
除
轟
菊

の
仕
向
先
と
輸
出
額
を
調
査
し
て
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。



第
十
二
表
　
國
別
小
樽
港
輸
毘
高

國

別

合加米弁理英香支

　奈

計陀國蘭…逸國港’那

鍛

量

　
百
斤

と
償

昭

和

十

轡　年
酬

鍛
1蓼
耳
と

償

昭

利

十

劉癖

　
六
七
七

一、

黷
Q

　
一
六
九

ご
、
四
主

　
四
二
三

一
三
、
八
四
ご

翼
七
」

　
　
　
～

　
八
○
、
主
ハ
八

翫
麺
鯉

　
　
　
　

髭
、
。
訟

一、

鼈齊

ｵ
、
九
ご
践
…

　
八
混

　
厩
ご
三

　
曇
充

ご
○
、
上
欄
○
〇

　
六
七
七

一、

ｲ
西

　
三
、
二
五
〇

　
一
六
、
九
七
鉱

　
二
〇
、
筥
ご
Q

一、

v
八
七
、
七
九
七

　
三
九
、
〇
九
七

一、

ｲ
六
七
、
姐
ご

　
匹
圏
圏
、

　
九
九
践

　
宅

一
八
、
鉱
ご
一
触

充
、
九
六
八

一
六
、
八
ご

塁
勧

　
蕊
五
〇

山
ハ
山
ル
ご
．
轟
ハ
一
〇

℃
岡
罵
ハ
．
山
ハ
〇
九

　
　
備
考
「
函
館
税
關
外
國
貿
易
年
表
」
に
櫨
る

　
即
ち
、
顯
著
な
る
事
實
は
輸
出
額
の
略
八
割
乃
至
九
割
は
米
國
向
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
、
こ
れ
は
全
國
除
鐡
菊
鍮
禺
に
於
て

も
同
檬
に
看
謡
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
十
三
蓑
　
全
國
除
錨
菊
輸
田
褒

　　

@　

@　

@　

@　

?
鞠
卵
）
論
難
里
側
臥
鮎
瀦
㎡
鞘
鋭
誓
事
郵
馴
．

　
　
品
名
及
國
別

除
　
　
愚
　
　
菊

　
（
米
　
　
　
國
）

茎
、
○
毫
　
　

六
、
一
〇
三
　
　
西
七
、
四
〇
七
…
　
　
七
．
六
九
蕊
　
　
豊
、
署
三
　
　
謡
、
琶
七

（
杢
ハ
、
四
季
）
…
　
（
五
、
ご
雲
脚
（
ご
三
、
豊
明
と
　
（
六
、
八
究
）
　
（
茜
、
瀦
六
〉
　
（
ご
、
八
金
）

北
海
道
産
除
錨
菊
　
（
玉
井
）

七
七



七
八

　
　
　
備
考
　
「
本
邦
外
國
貿
易
要
萱
」
　
に
櫨
る

　
即
、
全
霊
の
場
合
に
於
て
も
米
粒
向
輸
出
額
は
総
額
の
八
割
以
上
九
割
に
上
っ
て
み
る
の
で
あ
る
◎
衛
第
十
二
表
と
第
十
三
表

と
を
暴
露
す
る
と
、
総
輸
出
額
に
討
て
小
樽
港
の
果
す
役
割
が
明
ら
か
に
な
る
。
即
、
昭
和
十
三
年
度
に
は
物
量
｝
九
％
、
債
額

一
八
％
、
同
十
二
年
度
に
は
数
量
一
五
％
、
債
格
一
六
％
、
同
十
一
年
度
に
は
藪
単
二
｝
％
，
債
額
二
三
％
に
相
懸
す
る
直
輸
出

　
　
ご
　
げ

ヒ
を
見
た
わ
け
・
で
あ
る
。
　
　
評

　
本
邦
産
除
轟
轟
の
九
割
を
吸
牧
す
る
亜
米
利
加
は
世
界
の
大
輸
入
國
で
あ
り
、
叉
一
方
轟
轟
菊
加
工
晶
の
大
輸
出
國
で
も
あ

る
◎
家
庭
用
・
農
業
用
の
各
種
殺
轟
剤
を
製
造
す
る
商
肚
の
激
は
激
百
に
上
り
、
資
本
金
百
萬
弗
以
上
を
擁
す
る
も
の
も
勘
し
と

せ
す
、
紐
育
港
、
桑
港
等
よ
り
各
國
へ
輸
出
さ
れ
る
此
等
除
野
菊
加
工
品
ぼ
年
々
互
額
に
上
っ
て
み
る
。
今
其
の
仕
向
國
及
歎
量

を
一
瞥
し
て
見
や
う
◎

　
　
　
　
　
第
＋
四
表
　
　
果
國
除
贔
菊
製
品
輸
鵬
裏
（
昭
和
一
一
年
）

　
　
　
仕
向
先
霊
芝
封
度
風
塵
額
．
（
弗
）
『
仕
向
先
鍛
工
封
度
二
償
額
爺
）

和伊希佛丁

蘭太

蘭島ド沒ﾑ抹

三
一
、
八
七
七
．

一
三
二
、
六
五
九

一
六
、
○
益

一
憲
、
九
九
一

　
　
サ

μ
四
九
、
一
ご
九

ご
、
一
ご
ゴ

蕊
七
、
五
画
一

δ
、
○
泓
O

壷
諮
…

　
　
　
～

キメホ掬英
　　ツユキヂ
　　　奈吉
　　ユ1シ　　ラー
バコス，二三二毛

章

謁
七
誠
、
説
璽
．

一
隅
丑
、
二
七
鉱

山ハ

黶A
I
ゐ
ル
噺
ハ

一
三
鴛
、
八
九
繭

充
凶
、
鳳
九
九

一・ C七〇一六
ご九七繭：六八
ご鰻二蜜

　
　
　
　

讐　



比蘭支馬印べペコア
　　　ネ　ロル
　　　．．．　ぜ

ン
チ
ン

ン
　
ビ
　
ア

ル
　
　
ー

ズ
エ
ラ

　
　
度

　
　
來

　
　
那

　
　
印

　
　
島

宅
○
、
四
七
六

董
一
一
、
七
入
歯

六
八
、
響
応

二
九
九
、
八
一
〇

二
六
〇
、
扁
晶
七
五

五
三
、
岡
エ
ハ
混

四
七
、
美
理

言
五
、
八
圏
蹴

亜
ハ
、
聾
五

六
塑
豊
ト
ル
・

圏
、
餌
壷
、

　
　
　
　
英
領
東
ア
フ
リ
カ

奏
九
。
漏
阿
聯
邦

六
六
、
八
蒸
填
　
　
及

八
四
、
〇
七
九
町
ア
ル
ゼ
リ
ア

　
　
　
▽

一
七
、
○
八
八
　
　
其
　
　
　
　
　
　
　
他

　
　
　
　
ゴ

一
三
、
九
ご
璽
・
合
　
　
　
　
計

暮
；
八
二

糞
9
三
…
外
に
粉
末

　
豊
・
翌
七
…

璽
、
下

読
醐
昌
、
九
堅
ハ
…

　
漏
電
、
五
九
四

　
六
六
、
毛
蔓

　
九
七
扁
、
蕊
七
圏

鰺
、
厳
ハ
ニ
、
九
八
八

鳳
一
三
、
O
O
O

芙
、
・
黒

　
ご
一
、
壬
謹
翻

咽畑

　
量
、
六
四
二

昌
蹴
竃
ハ
、
〇
七
践
㌔
．

⊇
発
八
。
　

ご
八
、
○
○
○

　
か
く
の
如
く
世
界
各
地
に
逡
り
出
す
亘
額
の
製
品
の
原
料
と
し
て
年
々
一
千
萬
封
度
を
下
ら
ざ
る
除
鐡
菊
乾
花
を
米
國
は
鍮
入

し
て
來
た
が
、
阿
弗
利
加
の
英
領
ケ
ニ
ア
産
除
湿
菊
の
出
現
す
る
ま
で
は
本
邦
の
供
給
量
は
毎
年
の
米
國
鍮
入
額
の
八
割
、
時
に

九
割
以
上
に
も
相
當
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
ケ
顧
幽
ア
早
取
菊
が
市
場
に
現
は
れ
て
來
た
の
は
昭
和
九
年
多
種
で
あ
る
が
、
数
年
を

出
で
す
し
て
米
國
市
場
に
於
け
る
日
本
除
錨
菊
の
強
敵
と
な
り
、
吾
が
國
除
轟
菊
界
に
一
大
波
紋
を
投
じ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
十
五
表
　
　
来
國
除
鐡
菊
輸
入
・
状
況

年

次

H
　
　
本
　
　
品

ケ

ア
　
品

昭
灘
　
　
三
年

　
　
　
四
年

　
　
％

七
四
・
九
四

五
五
・
九
〇

九九
　　 　

八七％
ご○

輸

入
纏
量

（
軍
位
千
貫
）

一
、
七
五
九

一
、
六
四
二
｛

北
海
道
産
除
鐘
菊
　
（
玉
井
）

七
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

　
ア
ビ
シ
ニ
ア
の
南
に
隣
接
す
る
ケ
エ
ア
は
赤
道
直
下
南
北
三
度
に
亙
る
國
で
弟
印
度
洋
に
洗
は
れ
る
海
岸
地
方
を
の
こ
し
て
、

他
の
大
部
分
は
高
原
地
帯
で
、
そ
の
う
ち
斜
面
菊
の
栽
培
に
充
て
瓦
み
る
の
は
、
海
抜
二
千
米
か
ら
三
千
米
の
高
原
で
あ
る
◎
同

地
産
の
コ
1
ヒ
ー
・
ナ
タ
ー
ル
。
パ
ー
ク
（
タ
ン
ニ
ン
を
生
産
す
る
植
物
）
の
害
毒
駆
除
の
目
的
か
ら
栽
培
し
た
の
が
、
ケ
　
一
ア

三
面
菊
の
嚢
端
で
あ
る
が
、
偶
々
風
土
が
最
適
で
あ
り
、
勢
銀
が
安
く
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
薩
額
急
増
し
、
極
め
て
短
日
。
月
の

闇
に
世
界
市
場
に
乗
り
出
す
實
力
を
持
つ
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
鱈
卿
十
ふ
ハ
・
表
　
　
ケ
こ
ア
…
除
綴
脳
萄
μ
の
ル
鵬
産
並
に
耐
輸
出
駿
況

年

次
　
作
付
面
積
（
町
）
　
生
産
高
（
貫
）
．
　
輸
出
高
（
貫
）

昭
瓢
　
　
九
年

　
　
　
一
〇
年

　
　
　
一
　
一
年

　
　
　
一
ご
年

　
　
　
一
三
年

八入三七・一
〇四八六：六
〇九七三〇ち　　　　　　 り　　　む　　　ほ

〇六六二〇

　
四
、
四
三
〇

　
一
二
、
嚇
九
四

一
五
五
、
嚇
山
ハ
一

二
七
七
、
五
三
〇

晶勤

wハ

ﾜ
、
○
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○
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　　四六二五、
詳八九ニニ

　
瑞
西
の
化
隠
者
。
。
壷
壷
口
轟
窪
及
び
壷
皿
臥
。
す
野
山
の
U
九
一
六
年
以
前
五
ヶ
年
の
研
究
に
よ
り
、
除
鍛
菊
の
有
敷
域
分
ピ
レ

ト
リ
ン
男
神
簿
早
漏
の
化
學
的
性
質
及
び
化
學
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
爾
飯
盛
轟
菊
の
生
産
・
加
工
・
取
8
一
に
科
學
的
光
明
が

齎
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
普
通
、
除
鐡
菊
乾
花
の
ピ
レ
ト
リ
ン
含
有
率
は
一
％
位
と
さ
れ
て
み
る
が
、
海
外
取
引
に
簸
て
竜
最
近

は
此
の
有
意
成
分
の
含
有
量
を
重
要
写
し
、
羽
重
方
面
に
て
は
ピ
レ
ト
リ
ン
○
・
九
％
含
有
を
條
件
と
す
る
等
の
實
情
に
鑑
み
．



ざ　夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

北
海
道
農
産
物
槍
間
直
も
昭
和
十
年
以
來
ピ
レ
ト
リ
ン
措
定
を
實
施
し
、
六
出
証
明
書
に
含
有
歩
合
を
記
載
し
來
つ
た
の
で
あ
る

が
、
紐
育
市
場
に
於
け
る
日
本
品
封
ケ
ニ
ア
晶
の
市
債
と
ピ
レ
ト
リ
ン
含
有
率
は
左
の
如
く
で
あ
る
◎

　
　
　
　
「
第
†
七
衷
　
紐
育
に
於
け
る
H
本
品
ケ
・
ヲ
・
毘
図
表
（
銀
位
一
封
度
）

　
年

四三1
年年｝次
　　｝｝市

／

臼憤
ー
ー
ー
璽
　
　
本

（
仙
）
㎝

昭
．
和

　
　
　
品

ご
ト
リ
ン
月
割
一
制

〇

九
〇

山ぐ

四

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
“

一
ノ
　
　
　
　
　
　
監
；

　
　
　
　
　
モ
　
ノ

ピ
臣
亦
リ
ン
含
有
攣

○　○
り　　　　　　ゆ

九　九
〇

二
∵
四
二

二
七
。
〇
三

姦

：｝1．

○

必

究
五

　
除
鐡
菊
の
生
命
と
も
云
ふ
べ
き
ピ
レ
ト
リ
ン
含
有
害
に
於
て
、
田
本
品
は
何
故
か
く
臨
ケ
轟
ア
晶
に
劣
っ
て
み
る
の
で
あ
ら
う

か
。
そ
れ
は
心
慮
菊
の
種
類
に
よ
る
も
の
で
も
な
く
、
叉
風
土
に
原
因
す
る
も
の
で
も
な
い
。
專
ら
轡
國
の
如
く
一
二
刈
取
探
花

を
行
は
す
に
手
摘
み
牧
穫
を
行
ふ
ケ
ニ
ア
の
摘
花
法
に
由
領
す
る
も
め
で
あ
る
Q
同
地
方
の
開
花
期
が
年
十
ケ
丹
の
長
期
に
わ
た

る
を
利
用
し
原
佳
民
の
低
廉
豊
富
な
勢
働
力
を
以
て
闇
花
摘
期
の
物
の
み
を
渥
握
摘
探
し
得
る
故
に
．
一
定
の
優
秀
晶
質
、
墜
持
も

可
能
と
な
ρ
、
從
っ
て
ピ
レ
ト
リ
ン
含
有
奉
も
高
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
即
、
満
点
は
ケ
蘇
ア
の
腐
植
質
多
き
沃
土
に
種
子
を
お

ろ
し
、
搾
取
的
農
業
経
輪
に
よ
り
又
除
権
菊
の
勲
記
を
極
度
に
忠
實
に
栽
培
生
繭
爾
部
面
に
慮
潔
し
、
第
十
六
表
に
示
し
た
驚
異

的
な
埆
産
力
を
以
て
多
年
寸
義
の
猫
呈
し
來
つ
た
市
場
に
挑
戦
し
漏
り
、
ま
さ
に
堅
幽
を
摩
す
る
概
が
あ
っ
た
。
幾
許
も
な
く
し

て
大
束
亜
職
争
に
突
入
し
、
共
後
の
消
息
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
，
吾
が
國
雷
鳥
菊
界
，
わ
け
て
も
北
海
道
除
鹸
苦
界
は
、
こ
の

　
　
　
北
い
糠
道
塵
除
幽
弾
瑠
（
玉
井
）
　
　
　
－
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八
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〆



ケ
謡
ア
除
晩
菊
に
隠
し
て
深
い
關
心
を
寄
せ
、
大
い
に
研
究
を
重
ね
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
ご

以
て
今
後
に
贅
す
る
庭
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
◎

五

　
支
那
定
論
の
深
刻
化
と
共
に
吾
が
國
貿
易
は
行
き
機
み
の
状
態
と
な
り
、
薄
歯
共
謀
の
経
濟
塵
迫
は
除
轟
轟
を
逼
塞
せ
し
む
る

に
至
っ
た
◎
他
方
、
長
期
戦
下
の
國
内
食
糧
事
情
よ
り
不
急
作
物
の
縛
換
が
提
唱
さ
れ
は
じ
め
、
北
海
道
臆
も
昭
和
十
六
年
十
二

月
十
七
臼
公
布
の
聴
令
を
以
て
除
焦
点
を
作
付
統
制
下
に
置
き
、
昭
和
十
六
年
現
左
の
反
別
以
上
に
増
加
す
る
事
を
抑
制
す
る
方

針
に
出
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
南
方
作
戦
の
開
始
さ
る
玉
や
、
マ
ラ
リ
ヤ
・
ヂ
ン
グ
熱
等
の
悪
疫
に
封
ず
る
保
健
防
轟
捌
と
し
て

除
錨
菊
製
品
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
、
軍
需
の
必
須
要
晶
に
列
す
る
と
共
に
、
共
登
臨
建
設
に
挺
身
す
る
南
方
開
獲
戦
野
の
能

率
増
進
に
も
不
可
歓
の
物
資
と
目
さ
る
エ
に
至
っ
た
。
叉
第
十
四
表
に
表
示
し
た
る
が
如
く
南
方
諸
地
域
は
從
來
米
國
か
ら
除
錨

菊
製
晶
の
供
給
を
受
け
て
み
た
も
の
で
、
其
の
年
額
も
五
十
萬
封
度
以
上
に
及
ん
で
み
る
が
、
治
安
工
作
上
か
ら
も
、
廣
く
圏
内

交
流
物
資
の
｝
つ
と
し
て
も
、
除
轟
菊
の
地
位
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
他
面
、
食
糧
学
説
の
至
上
命
令
は
當
然
に
騙
笠
石
の
増
配
を
必
要
と
，
す
る
が
、
農
藥
の
輸
入
路
が
全
く
杜
絶
し
た
る
今
日
、
之

　
　
な
が
活
路
は
畿
内
に
求
む
る
以
外
に
道
は
な
く
、
一
般
民
需
の
保
健
殺
繊
雲
と
し
て
も
、
重
要
軍
需
工
場
の
能
率
増
進
に
關
閉
す
る

虚
は
極
め
て
深
い
◎
轟
轟
菊
生
産
六
十
年
の
歴
史
を
通
じ
て
、
今
厨
の
加
く
増
塵
の
急
を
要
す
る
時
は
な
い
。
北
海
道
臆
は
昭
和

十
八
年
四
月
十
日
の
告
示
を
以
て
作
付
の
制
限
を
解
除
し
、
取
敢
え
す
一
〇
、
九
〇
〇
町
の
生
漆
雲
霞
を
樹
立
し
て
善
庭
し
た
が
、



本
年
度
も
略
之
乏
大
差
な
き
計
量
と
之
に
併
行
す
べ
き
螢
働
力
需
給
の
計
叢
を
起
て
、
目
標
貫
徹
に
農
民
の
精
根
を
打
込
ま
ん
事

を
強
く
要
望
し
て
み
る
。

　
除
轟
菊
増
産
の
一
方
法
は
作
付
反
別
の
増
加
で
み
る
が
、
現
下
食
糧
増
産
の
急
を
要
ず
る
惰
勢
下
に
て
は
、
既
墾
地
を
除
癒
菊

作
付
に
振
當
て
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
未
墾
地
の
開
墾
は
螢
力
不
足
の
今
日
實
現
の
望
み
甚
だ
薄
い
。
道
鷹
當
局
が
作
付
計
露

に
於
て
既
往
の
廣
大
な
る
作
付
面
積
へ
の
復
活
を
避
け
る
所
以
も
鼓
に
あ
ら
う
と
思
惟
さ
れ
る
◎
と
す
れ
ば
、
増
産
へ
の
淺
さ
れ

た
道
は
反
當
牧
量
の
増
加
で
あ
る
。
晶
種
の
改
良
、
生
産
技
術
の
改
善
、
病
鐡
害
封
策
、
…
施
肥
問
題
、
牧
穫
時
期
及
び
方
法
の
研

究
、
乾
燥
・
貯
藏
の
工
夫
等
、
主
と
し
て
技
術
的
指
導
に
勝
つ
庭
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も

　
次
ぎ
は
除
華
墨
製
品
の
増
産
方
策
で
あ
る
。
京
都
帝
大
農
學
部
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
内
地
産
除
鐡
菊
も
北
海
道
物
も
生
産
直
後

の
乾
花
の
ピ
レ
ト
リ
ン
含
量
に
大
差
は
な
い
が
、
冬
に
な
っ
て
見
る
と
内
地
物
は
一
般
に
低
く
、
北
海
道
物
の
方
が
高
く
な
っ
て

來
る
と
云
ふ
。
之
は
毎
回
菊
の
耳
垂
氣
温
期
間
な
る
夏
期
の
割
合
が
内
地
と
北
海
道
で
は
二
封
一
で
あ
る
か
ら
、
夏
を
越
し
た
内

地
物
の
ピ
レ
ト
リ
ン
・
パ
ー
セ
ン
ト
は
自
然
北
海
道
物
よ
り
低
く
な
る
の
で
あ
る
。
即
、
北
海
道
の
夏
の
氣
温
の
方
が
除
鐡
菊
乾

花
甲
藏
に
適
し
て
み
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
北
海
道
に
梱
包
長
握
或
ぴ
は
、
加
工
工
場
等
の
設
立
を
見
た
後
も
、
術
商
礎
の
關

係
で
北
海
道
物
の
大
部
分
が
内
地
へ
移
出
さ
れ
て
居
た
と
と
は
次
表
に
明
ら
か
な
所
で
あ
る
が
、
切
角
栽
培
鍵
盤
に
苦
心
し
た
除

轟
菊
の
ピ
レ
ト
リ
ン
を
徒
ら
に
減
損
す
る
も
の
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

北
～
悔
潜
一
廉
慌
除
綴
州
菊
　
へ
玉
井
）

八
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八
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第
十
八
表
　
　
本
道
除
轟
菊
移
輸
欝
表
（
軍
位
箇
）

亀
／
雁
向
地
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／
／

憩
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阪
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庫
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計
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備
考
「
北
海
道
農
産
物
検
査
瓶
統
計
」
に
糠
る

　
ピ
レ
ト
リ
ン
、
の
減
損
は
即
ち
除
轟
菊
そ
の
も
の
瓦
容
儀
に
等
し
い
α
大
東
亜
滴
下
、
土
地
に
、
資
材
に
、
肥
料
に
、
勢
力
に
あ

ら
ゆ
る
磁
路
を
克
服
し
て
牧
遅
し
た
轟
轟
菊
の
利
用
に
一
％
の
無
駄
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
最
近
の
移
出
歌
況
を
見
る
に
海
外

市
況
の
全
く
と
ざ
さ
れ
た
る
今
日
、
以
前
の
如
き
乾
花
輸
出
を
目
的
と
す
る
神
戸
港
方
面
へ
の
移
出
は
そ
の
跡
を
絶
つ
た
が
、
和

歌
廊
縣
へ
の
輸
邊
は
相
観
数
量
に
上
っ
て
み
る
。
目
的
は
同
縣
箕
島
に
て
製
造
す
る
南
方
向
蚊
取
線
香
の
原
料
に
充
て
ん
が
た
め

で
あ
る
。
札
幌
郊
外
琴
似
の
北
海
道
農
業
禽
直
言
轟
轟
菊
工
場
を
は
じ
め
、
札
幌
・
旭
川
・
活
塞
・
倶
知
安
所
在
の
加
工
工
場
の

除
轟
菊
エ
キ
ス
・
同
粉
末
製
造
能
力
は
一
幅
年
の
本
道
叢
叢
菊
生
産
高
の
倍
に
近
い
大
量
の
除
鍛
菊
鴻
化
を
宙
能
と
す
惹
も
の

で
、
若
し
北
海
道
に
於
て
蚊
取
線
香
が
大
量
に
生
産
さ
れ
る
も
の
な
ら
ば
、
和
歌
山
縣
へ
の
移
出
も
見
ず
に
濟
み
、
時
局
柄
輸
逡
．

力
綾
和
に
資
す
る
虚
も
大
き
い
。
結
局
は
北
海
道
の
夏
季
が
短
期
間
で
あ
る
所
に
原
因
が
伏
在
し
て
ゐ
み
も
の
と
見
落
さ
れ
る
　
。



が
、
之
が
一
つ
の
解
決
策
と
し
て
架
工
乾
燥
法
の
探
用
が
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
大
日
本
無
心
菊
株
式
會
就
で
は
小
規
模

乍
ら
試
験
的
に
此
の
方
法
を
實
施
し
て
み
る
由
で
あ
る
が
、
之
を
本
道
除
壷
漿
全
欄
に
及
ぼ
す
こ
と
は
一
つ
に
は
戦
力
の
基
底
と

云
は
れ
る
一
途
力
の
草
魚
に
資
し
、
二
つ
に
は
ピ
レ
ト
リ
ン
減
損
を
防
い
で
増
産
に
協
力
す
る
と
す
れ
ば
．
共
の
影
響
す
る
虞
決

し
て
赤
く
は
な
い
。
北
海
道
聴
當
局
は
除
姦
菊
に
封
ず
る
指
導
を
輩
に
特
用
農
産
物
と
し
て
の
面
に
の
み
限
定
せ
す
、
術
進
ん
で

工
業
製
品
と
し
て
の
除
轟
菊
の
立
場
に
ま
で
之
を
据
、
亡
し
、
農
工
爾
面
を
打
っ
て
一
丸
と
し
た
る
綿
密
的
確
な
る
施
策
の
樹
立
を

強
く
要
講
し
て
や
ま
な
い
◎
．

〆

3

北
海
道
産
除
轟
菊
　
（
玉
井
）
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